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であり、平成 18 年度の主な活動実績を定量的に述べると、研究シーズ調査・企業ニーズ調査等 266

件、共同研究および受託研究件数 3 件 630 万円。発明届出・特許出願件数 3件である。教員から公

的補助金獲得や共同研究、受託研究の相談を受け、信頼が厚い。 

【改革・改善策】 
本学の教員規模からみて、産学官連携コーディネーターが 1 人で日々活動を行うには、限界があ

る。今後、本学は、地域に密着した産学官連携活動を推進し、中小企業に対して知的リソースを通

じて、技術支援や地域連携を進めていくためには、目利きのできるコーディネーターの役割が大き

い。したがって、常勤と非常勤の組み合わせによる多様な選択肢も考慮し、平成 20 年度から採用を

検討する。 

 

（３）連携協力について 

【現状の説明】 

平成 18 年 11 月に（財）福岡県中小企業振興センターと本学および九州大学が産学官連携包括協

定を締結した。現在、同振興センターに於いて、2 週間に 1 度、本学と九州大学の産学官連携コー

ディネーター、産学官連携センタースタッフが集まり、同振興センター調査員が中小企業の抱える

技術課題の相談に対して、2 大学が対応できそうな教員へ引き継ぐことができるかどうかを話し合

う連絡会議をスタートさせた。さらに、本学は、平成 19 年 5月に福岡市と地域貢献に関する基本協

定を締結した。同日、クリヤマ㈱、イタリア共和国モンド社、㈱シーマコンサルタントの企業連合

との産学連携に関する包括協定を締結した。 

【点検・評価】 
本学が地域貢献を進めていく上で、知的リソースを提供し、自治体や地域の企業群と連携協力を

行い、地域経済の活性化・産業振興に寄与することは、大学の使命を果たす上で重要である。今回

の（財）福岡県中小企業振興センターとの連携は、事業化支援につながる可能性をもっており、ま

た、本学にとっても企業ニーズを集め、情報を活用していくことは、教員側にとっても、企業ニー

ズを自己の研究にフィードバックさせていく効果が期待できる。 

【改革・改善策】 
現在、定期的に三者で構成する連絡会議を行っているが、産学連携の事業化の創出を目指すスキ

ームづくりを考えている。そのためには、中小企業との日常的な情報交換や交流が必要となるが、

本学にとっては、中小企業の立場にたって組織づくりを考えていく。 
 

（４）産学官・産産連携のネットワークづくり 

【現状の説明】 

平成 19 年 4 月に福岡大学コラボレーション・ネットワーク(以下「コラボ･ネット」という。)に

関する規程が制定された。コラボ･ネットは、本学の有する知的リソースを社会還元するとともに、

産学官の有機的な連携･協力を深めていくため、経済･文化の発展など地域社会の活力向上に貢献し、

産学官連携の発展に資することを目的に設置された。4 月からコラボ・ネット会員の入会募集の情

宣活動を行っている。9 月 20 日現在の会員数は、法人会員 7 社、個人会員 17 人、特別会員 4 人の

合計 28 人である。第 1 回会合を 8 月 20 日に開催した。 
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【点検・評価】 
今年度から会員活動が始まったコラボ･ネットは、まだ 2 か月しか経っていないため、十分な評

価結果を出すには、しばらく時間を待ちたい。会員の業種は多岐にわたっており、産学連携、産産

連携につなげていくためのネットワーク作りの会合を行っているが、教員による産学官連携セミ 

ナーは、本学の特化した専門分野の研究を紹介し、今後も継続的な交流を続けていく。 
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